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独⽴⾏政法⼈海洋研究開発機構

統合国際深海掘削計画（IODP）第337次研究航海の延期について

統合国際深海掘削計画（IODP:�Integrated�Ocean�Drilling�Program）（※1）および

⽇本学術振興会による最先端研究基盤事業「海底下実環境ラボの整備による地球科学-⽣

命科学融合研究の強化（「ちきゅう」を活⽤）」の⼀環として、3⽉15⽇から5⽉21⽇ま
で、独⽴⾏政法⼈海洋研究開発機構（理事⻑ 加藤康宏）が運航する地球深部探査船「ち

きゅう」を⽤いた「下北⼋⼾沖⽯炭層⽣命圏掘削調査」が⾏われる予定でしたが、今般の

研究航海については、東北地⽅太平洋沖地震の影響により「ちきゅう」の推進装置（6基

中の1基）が損傷したため、⽇程等を再調整いたしますことをお知らせいたします。な

お、「ちきゅう」は⾃⼒航⾏可能な状態です。損傷の状態は、今後造船所で確認する予定

です。

※1�統合国際深海掘削計画（IODP:�Integrated�Ocean�Drilling�Program）

⽇・⽶が主導国となり、平成15年（2003年）10⽉から始動した多国間国際協⼒プロジ

ェクト。現在、欧州、中国、韓国、豪州、インド、NZの24ヶ国が参加。⽇本が建造・運

航する地球深部探査船「ちきゅう」と、⽶国が運航する掘削船ジョイデス・レゾリューシ

ョン号を主⼒掘削船とし、欧州が提供する特定任務掘削船を加えた複数の掘削船を⽤いて

深海底を掘削することにより、地球環境変動、地球内部構造、地殻内⽣命圏等の解明を⽬

的とした研究を⾏う。
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